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音楽科の鑑賞活動における『楽しいこと』・『楽しくないこと』

高 瀬 瑛 子

What Makes Appreciative Activities Pleasant Or Unpleasant in Music Education?

Yoko TlxLsn

「音楽教科における鑑賞活動のあり方について」(平成 15年度教育学部研究支援経費プロジェクト)の 研究報

告書にもとづいて、教師の調査結果の傾向から、鑑賞活動における 「楽しいこと」・「楽しくないこと」の内容を

検討した。その結果、児童 1生徒の 「楽しいこと」「楽しくないこと」は、ともに 「興味 ・関心」が影響してお

り、「興味 ・関心」がもてない場合には 「楽しくない」活動と受け止められる傾向がみられた。教師による 「授業

への工夫」のうち、「他の活動と関連」させた鑑賞活動は、「興味 ・関心」をもって活動する主体的な活動につな

げることができるものである。その場合、自己評価、相互評価、教師による評価などが必要であるが、それらの

評価方法については今後の検討が必要である。

』
日要

1.は じめに

音楽科の時間数は削減されてきているが、音楽科の

授業においても平成 14年施行の学習指導要領より、

「生きる力」の育成を基本とした方針によって、各学校

で表現および鑑賞の学習活動を通して、さまざまな取

り組みがなされている。そのうち、鑑賞活動は児童 ・

生徒が受動的になりがちな活動と考えられる。また鑑

賞は音楽活動の原点であるが、「評価基準、評価方法

等の研究開発 (報告)」
iの
評価基準の具体例をみても、

一方の表現活動とくらべて、評価の難しさがうかがわ

れる。そこで、「音楽教科における鑑賞活動のあり方に

ついて」(平成 15年度教育学部研究支援経費プロジェ

クト)を テーマとした研究で実態調査のためのアンケー

トを行った。この調査は二重県内の国公立学校を対象

とし、地域分布を考慮 して依頼した小学校 38校 、中

学校 25校、高等学校 7校 の教師 72名、児童 ・生徒約

2500名の協力を得て行われた。児童 ・生徒へのアンケー

ト調査結果はすでに研究報告書
蒟で報告されている。

しかし、この報告書では教師側の指導目標 ・指導内

容などについての調査結果は含まれていない。そこで

本研究では研究報告書のⅡ.1.「児童 0生徒が 『楽しい』

と感じること」およびⅡ.2。「児童 ・生徒が 『楽しくな

い』と感 じること」に絞って、分析を再考 し、教師へ

のアンケー ト結果と比較 してみることにした。特に

「鑑賞の授業で工夫 していること」と 「音楽の授業で

大切にしていること」の質問項目の記述内容を集約し、

その傾向から、鑑賞活動で 「楽しいこと・楽 しくない

こと」と扱われる内容および問題点を探り、これから

の鑑賞活動の方向を検討することを目的とする。

2.鑑 賞活動における児童 ・生徒の実態

ここでは平成 15年 に行った教育学部研究支援経費

プロジェクトによる 「音楽教科における鑑賞活動のあ

り方について」の研究報告書の分析結果を再考し、検

討をする。

2.1 「 児童 ・生徒が 『楽 しい』と感 じること」に

ついて

児童、生徒が 「鑑賞の授業でどんなことを楽しいと

思うか」というアンケニ トの質問項目について、回答

した割合は、年齢が上がるにつれて楽しいと思うこと

について記述 した児童、生徒が増えている。中学校、

高等学校では 50%以 上の生徒が具体的に記述 してお

り、鑑賞の授業に対して意識的、主体的に取 り組んで

いることの現われであると考えられる。

次に 「楽 しい」と思うことについて記述された具体

的な内容を便宜上、① 「音楽の要素」② 「興味 ・関心」

③ 「精神的なもの」④ 「授業の工夫」の4つ の観点に

分類した。各観点の細かな内容を表 1に示す。「楽しい」

と思うこととして記述された内容について、アンケート
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